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1 は じ め に

当センターでは,堆肥を活用した新しいネギの栽培方

法を確立するため短鞘ネギ (仮称)に関する試験を実施 し

た。短鞘ネギは,従来の長ネギ用 (根深ねぎ)の品種を使

用するが,堆肥の施用や密植等を行 うことで,可食部で

ある葉鞘が太く,短 くなる。短鞘ネギのメリットとして ,

定植から収穫までの期間が長ネギに比べ約 lヶ 月短く,

本県産の長ネギより早く出荷できることや,短いため少

人数家庭向けのサイズであること,な どが挙げられる。

この短鞘ネギ栽培を現地で普及するためには,栽培特性

や作型を明らかにする必要がある。そこで,本報告では ,

露地栽培における短鞘ネギの作型について検討を行つた。

2試 験 方 法

(1)試験 1 場内試験

2005年 に当センター内ほ場 (fII粒褐色森林土)で実施

した。前年春に籾殻牛ふん堆肥 (現物あたリトN 053%,

C/N287)を 10t/10a施用し,試験年には無施用とした。

施肥は有機入り被覆肥料 (トトK:1310-10)を定植直後株

元にN成分で20kg/10a施用した。品種は「元蔵Jおよび「秀

逸」を使用 した。試験区は 1区 20m2,単 区制とし,は種

日の異なる試験区を「元蔵J区は 6区 (1月 21日 ～6月 9

日),「秀逸」区は 3区 (2月 3日 ～5月 16日 )設けた。各

区ともチェーンポットCP303を使用し,1穴あたり1粒 ,

2粒交互には種し,定植時のうね幅は 66～ 70cmと した。

(2)試験 2 現地試験
2005年に寒河江市の現地ほ場 (細粒灰色低地土,面積

は 845m2)で行つた。施肥,防除は現地慣行,堆肥は籾

殻牛ふん堆肥を 2t/10a(現物あたりT N0 65%,C/N:

236)を試験当年春に施用した。品種「秀逸」を 2月 3日

には種し,4月 18日 に定植 した。は種方法,う ね幅は試

験 1と 同様とした。 7月 19日 と7月 25日 に収穫した。

試験 1,試験 2と も,軟自長 20cmを 目標に土寄せを 2～ 3

回実施 した。

(3)短鞘ネギの規格および調製

短鞘ネギの規格を,軟自長 20cm,薬数を 4枚,調製後

の全長を 45cmと 定めた。収穫,調製後の階級は,LL:軟

自部の葉鞘径が 20m以上,L:15m以上～20m未満 ,M:13

nm以上～15m未満,S:10m以上～13Ш未満,規格外 :10

nm未満あるいは奇形,病害発生株とした。

(4)調査方法

目標の軟自長にはぼ達した時点で収穫調査を実施 した。

試験区ごとにうね lmあたりの本数,全重を 3連で調査し

た後,調製 し,階級別の重量を測定した。

3 試験結果および考察

(1)試験 1 場内試験
「元蔵Jの結果を表 1に示す。4月 11日 に定植 した元蔵

1区では,10aあ たり商品収量は 28tであつた。階級別

重量割合では L品が 3眺,M品が 48%と し,M品が中心で

あった。8日 後の 7月 19日 収穫時は商品収量も 33tに

増加 した。階級別重量割合では LL品が 33%と なり,葉鞘

径が太いネギの割合が増加 した。

元蔵 2区～元蔵 5区では,商品収量が 30t～ 36tと

なり,おおむね 3t程度であった。元蔵 3区 ,元蔵 4区 ,

元蔵 6区の階級別重量割合は,いずれの区もLL品 ,L品

の害1合合計が 50%以上となつた。なお,元蔵 4区では ,

収穫が 8月 下旬と軟腐病の発生が多い時期であり,規格

外品の割合が他の試験区に比べ高かつた。元蔵 2区では ,

定植 日から収穫 日までの期間が他区に比べ 1週間ほど短

かったため,LL品の割合が少なかつたと考えられた。ま

た,元蔵 6区では,12月 上旬に収穫した場合,LL品が

64%と 多くなつた。これより収穫を早くした場合,L品 ,

M品の割合は他区と同様の水準になると考えられた。

「秀逸」の結果を表 2に示す。秀逸 1区～秀逸 3区でも,

10aあたり商品収量は 29t～36tと ,「元蔵」と同様に

おおむね 3t程度であつた。は種日と定植 日が同一である
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元蔵 3区と秀逸 2区を比較した場合,商品収量は同等で

あったが,階級別重量割合では元蔵 3区の方でしL品 ,L
品の割合が高かつた。同様に元蔵 5区と秀逸 3区を比較

した場合,商品収量は同等であつたが,秀逸 3区で LL

品が 44%と 高くなつた。定植が 5月 中旬,収穫が 8月 中

旬の場合では,「秀逸」に比べ「元蔵」で葉鞘部の肥大が早

いと考えられた。

(2)試験 2 現地試験

現地試験の結果を表 3に示す。10aあ たり商品収量は,

7月 19日 収穫の秀逸 1区で 33t,秀逸 2区で 36tであ

つた。階級別重量割合では,7月 19日 収穫の秀逸 1区で

L品が 50%,M品 が 23%と L品中心であつたが,7月 25

日収穫の秀逸 2区ではさらに肥大が進み,L品 が 54%,M

品が 8%と なつた。

表 1 試験 1における収量、品質 (品種 :元蔵 )

4ま と め

以上より,短鞘ネギは 4月 第 3半旬から8月 第 2半旬

にかけての定植を行うことで,7月 第 3半旬から 12月 第

1半旬まで継続 した収穫が可能であり,定植から収穫ま

での期間は約 3ヶ 月,10aあたり商品収量はいずれの時

期も3t前後であった。

(lm,3反 復調査 )

試験区  は種日 定植日  収穫日 収穫本数 総収量      階級男1重量割合(%)    商品収量
(月 /日 )(月 /日 )(月 /日 )(本 /m) (kg/m)  LL  L  M  S 規格外  (t/10a)

元蔵1  1/21  4/11  7/11  260   40    12  36  48  3   0   28
″        ″      7/19     277      52

フじ洒た2    2/18     4/26     7/19     303      44
7L層兄3    3/17     5/17     8/16     277      64

元粛
=5    5/16     6/30     9/29     270      51フElL6     6/9      8/5     12/1     240      51

33     45     20     2      0       33
8     43     42     4      3       30
44     45     6      0      5       36

元蔵4  4/15  5/25  8/30  310   70    39  29  6   0  26   30
39     39     12     1      10       30
64    12    17     4     3       30

表 2 試験 1における収量、品質 (品種 :秀逸) (lm,3反復調査 )

¬卿爾函
~■
藉国

「

更願百
~~取
磯百 収穫本数 階級別重量割合(%)    商品収量

/

1    7/11 4     37     55
35    39    18,51L2    3/17     5/17     8/16       290       62

尋忌薔砲3    5/16     6/30     9/29       247       50       44     36      8

表 3 試験 2(現地)における短鞘ネギの収量と品質 (lm,3反復調査 )

階級別重量割合(%)    商品収量数 総収量
              s 規格外  (t/10a)LL   L    M鯛 /D鯛 /D明

           1 0 33
1     1      36

2/3     4/18     7/19       277       50
36     54      82/3     4/18     7/25       273       58
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